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発表内容

CSI委託事業（平成22～24年度）（領域２）CSI委託事業（平成22 24年度）（領域２）

「オープンアクセス環境下における同定機能

導入のための恒久識別子実証実験」

の実施内容を年度ごとに報告の実施内容を年度ごとに報告

実証実験の
実施

成果と
今後の展望

実施 課題
今後の展望



事業の目的

国内の機関リポジトリへの著者識別子登録
機能 実装を推進するため 事業機能の実装を推進するための事業

著者識別子とは

著者に付与される恒久的一意のID番号

(例） 科研費研究者番号(e-Rad番号）(例） 科研費研究者番号(e Rad番号）

研究者リゾルバー番号

各大学の独自の番号 …



著者識別子が求められる背景

インターネット環境での論文同定の困難さ。

名寄 識 が求 られ＝名寄せと識別が求められる

名寄せ（同じ人を集める） 識別（違う人を区別する）名寄せ（同じ人を集める） 識別（違う人を区別する）

電子ジャーナル，商用データベースでは導入が進み

つつあるつつある。



平成22年度 金沢大学での実証実験(1)
金沢大学学術情報リポジトリKURAの改修
DSpace1.6.2にバージョンアップ→著者識別子用フィールドp ジョンアッ 著者識別子用 ィ ルド
ハーベスティングされる設定を変更（junii2形式で著者識別子
を出力するようにcrosswalkを改修
→JAIROでも名寄せや識別が可能に
各画面に研究者リゾルバー等へのリンクアイコンを表示
登録 著者 を検索 得 きる う 改修登録画面で著者IDを検索，取得できるように改修

研究者リゾルバーのAPI
を使ったID取り込み



平成22年度 金沢大学での実証実験(2)

業績業績ＤＢの
著者画面へ
のリンクハーべスティング

研究者リゾルバーJAIRO

各著者から研究者
リゾルバーへのリンク



平成22～23年度 ワークショップの開催

ワークショップ（研究者IDサミット）の開催

①平成23年2月17日「名寄せのこれから」

（国立情報学研究所）（国 情報学研究所）

②平成24年2月14日「研究者と論文を結びつけるために」

（大阪市立大学）（大阪市立大学）



平成23年度 複数大学での実証実験

実験参加実験参加大学大学 複数大学で著者識別子
登録機能を実装

関西学院大学

登録機能を実装

奈良女子大学 北海道大学 大阪市立大学

長崎大学長崎大学 DSpace1.6に改修済み InfoLib-DBR を運用中

DSpace改修
crosswalk改修

crosswalk改修
識別子入力

crosswalk改修
識別子入力
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識別子入力
識別子入力 識別子入力



JAIROの著者検索機能の強化



平成22～23年度の成果と課題

◎成果 著者識別子登録の実装モデルの提示

△課題 実装機関を爆発的に増やせなか た△課題 実装機関を爆発的に増やせなかった。

機関名 全件 著者ID付与数 ％

A大 40376 6190 15.3%
B大 24172 9248 38.3%B大 %
C大 7864 1848 23.5%
D大 2386 885 37 1%D大 2386 885 37.1%
E大 6219 4492 72.2%
F大 4524 1941 42 9%F大 4524 1941 42.9%
金沢大 29097 10963 37.7%
合計 114638 35567 31 0%合計 114638 35567 31.0%
平成25年3月18日現在 （データ提供：国立情報学研究所）



平成24年度 バージョンアップ汎用ツールの開発の検討

・DSpaceは簡単にバージョンアップできない。
・プロジェクトに対する反応が薄い・プロジェクトに対する反応が薄い。

DSpaceバージョンアップのための汎用ツールp
の開発を検討

→機関リポジトリに詳しいSEに対する聞き取り調査機関リポジトリに詳しいSEに対する聞き取り調査
→汎用ツール作成は非現実的だと判明

課題と展望を探るためのアンケ トを実施課題と展望を探るためのアンケートを実施



平成24年度 アンケートの実施

アンケートのねらい

• 「登録しない/できない」理由は？

国公私による違いは？

アンケート１

全国 機 • 国公私による違いは？

• 機関リポジトリのシステム管理や
バ ジ ンア プの現状は？

全国212機
関に対する
調査 バージョンアップの現状は？調査

• 教員は著者IDについてどう考えてい
アンケート2

全 究 るのか？

• 著者の属性による違いはあるのか？

全国の研究
者(583人)に
対する調査

著者の属性による違 はあるのか
対する調査



「機関向けアンケート」結果（１）

著者識別子を登録しない理由



「機関向けアンケート」結果（２）

利用している機関リポジトリソフトウェア

DSpaceのバージョンの分布



「研究者向けアンケート」結果（１）

自身の研究を検索する際，どういう点に不便に感じるか



「研究者向けアンケート」結果（２）

著者IDの必要性についてどう思うか？



まとめ：課題と展望

著者識別子普及のために求められるもの

• 受け入れられる素地はある。

• 研究者リゾルバーの広報の必要
確かな

• 研究者リゾルバ の広報の必要

• 著者IDの推奨（科研費番号等）

国際的な動向についての啓蒙

情報提供

の必要 • 国際的な動向についての啓蒙の必要

• 各館単独でのシステム対応は難し
い＝技術サポートコミュニティの必

技術的

サポ ト体制 要

• WEKOへの期待

サポート体制
の用意 WEKO の期待



ご清聴ありがとうございました。清聴ありがとう ざ ました。


